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はじめにｰスウェーデン社会の在り方

　２月に，スウェーデンに30年くらい住んでい

らっしやった竹崎さんという方の講義を聞きま

した。印象的だったことは福祉の在り方が実に

具体的なことです。もっともらしい建て前や，

理屈ではなく，実際に問題を抱えている人の希

望に合せて，具体的に解決していくという態度

が一貫しているということです。

　例えば，未婚の女性が子供を抱えて困ってい

る。彼女は働く場所と働いている間子供を預っ

てくれる保育園を探している。こんなことがあ

ったとします。最近は多少変ってきたかも知れ

ませんが，日本でだったら大変です。未婚の女

性が子供を生むなんてとんでもない。そんな個

人の気紛れの結果について社会が責任を取る必

要はない，などということになります。保育園

を見つけることが困難なばかりではなく，そん

なふしだらな者を雇ったら風紀が乱れる，など

といわれて職を見つけることも困難でしょう。

問題は何も解決しません。子供を抱えた未婚の

女性が厳に存在しているのです。必要なものは

職と託児所です。これをスウェーデン社会はゴ

タクを抜きに提供するのだそうです（ほんとう

は，たぶんゴタクがあるほうがおかしい。他人の好みに

ケチをっけるのはいいことではない）。

　老人がいます。かれは一人で生活し続けるこ

とを望んでいます。必要なものは住居と収入で

す。歳老いた親を誰が面どう見るかという議論

ではありません｡大事なのは当事者の希望です。

したがって子供も親も同居を希望すれば必要な

住居が提供されるということです。もちろん住

宅事情が違います。 200年，300年も持つ住宅を

建てる国と20年，30年のローンが終わる頃には

住めなくなっている家を建てる国との違いで

す。

　具体的な問題を具体的に解決していくことの

出来る社会，人間関係のすがすがしさがそこに

はあります。

　もうすこし，街づくりの在り方をみておきま

す｡一番ケ瀬さんは次のように報告しています。

【ニュウタウン計画（1960～）】

　　その地域計画は，最初に交通計画からすす

　められます｡地下鉄およびそれに連なる国鉄，

　あるいは飛行機など，すべての交通手段がど

　の様な身体状況でも活用できるようにされて

　います。

　それから,地下鉄の駅周辺半径500メートル

四方の居住者の調査をして，必要な生活施設

を設営します。そこをセントルーム，意訳を

すれば［広場］にするわけです。そのセント

ルームに設営されている生活施設は，今日で

は50数種類に及びます。具体的には，くらし

にお金がいりますから，銀行・郵便局・社会

保険事務所・福祉事務所，あるいは生活財を

買うための商店や，消費市場では最もシェア

の高い生活協同組合のスーパーとか，そのた

の施設があります。……集会場，学習室ある

いは屋内体育場，プール，図書館，映画館な

どが設営されています。

　さらに，この地域計画には２つの原則が貫
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　かれています。　１つは，いっさい車を通さな

　い原則，もう１つは，道路･建物のどれもが，

　車椅子で利用可能なように斜面を道るなどの

　工夫をするという原則です。

　　こうした施設の周辺には高齢者，障害者が

　移住しているのですが，子供と近所に住みた

　いという場合には，子供も同じ団地に住める

　ように配慮をし，高齢者はなるべくセントル

　ームの近くに居住させる政策をすすめている

　自治体もあります。……

　　車椅子のかなり重度のリウマチの人でも，

　車椅子で充分使いこなせる炊事場，目がまっ

　たく不自由な人でも一定の温度になれば音で

　知らせる設備とか，実に絹やかに工夫されて

　いて，誰でも生活が可能になっています。そ

　して，どの部屋にも，ペルとインタホーンが

　あり，それを押すと，中央のセントルームに

　24時間待機しているホームヘルパーが，すぐ

　に飛んできます。そして病院から退院した人

　については，一定の時間を決めて，ホームヘ

　ルパーの人と訪問看護の人がチームを作って

　パトロールをし，在宅福祉が保障されていま

　す」（一番ケ瀬康子『地域に福祉を築くJpp.49～5o』。

　　「家族は含み資産である」などと話る「日本

型福祉社会」の在り方と，家族の世話も公務と

して扱われるスウェーデン社会との違いです。

　そのほかスウェーデン社会の在り方にはいろ

いろと興味深い話があります評スウェーデンで

は，15～54才の女性の９害qが働いているのに，

1990年の出生率が2.0と先進国では最も高いが，

その40％は，婚外見である」け野千鶴子『90判大

のアダムとイヅ』日本放送出版協会220頁）。出生率の

２．０というのにも驚きますが,それ以上に40％が

婚外見というのにはびっくりします。病気や事

故によって両親の内のどちらかが死亡した結果

としての片親の子でさえ，さまざまの偏見と闘

って生きていかなければならない日本では考え

られないことです。

　離婚に慰謝料がないというのもおもしろい

　（もちろん,面白いのは離婚に慰謝料がある方なのです

が）。男女が共に経済的にも自律しえていれば，

そんなものは必要ないはずです（日本では,永久就
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職が永久でなかった場合には退職金がもらえるという

ことなのでしょ引。

　ボランティアがないと言うと，福祉の先進国

でそんなことがあるかとお思いになるでしょ

う。でも，年寄りやハンディキャップを持った

人に年金その他の収入が保証されていたり，介

護が公務としておこなわれていればボランティ

アなど必要ないわけです。

　選挙の投票率が90％以上というのも驚きで

す。個人が社会に参加しているという実感があ

ることの一つの現れでしょう。政治家になりて

が少ない，というのはすごいと思います。政治

などは所詮個人の活動の場を作るものにすぎな

いわけで，他人の活動の場を作るより，自分で

活動するのが面白いのは当たり前の事です。

　なぜこんなことが可能かと言いますと，一人

一人がもっとも根本的なところで独立している

ということによるのだと思います。根本的なと

ころでというのは一人一人が親であったり子で

あったり，社長であったり従業員であったりす

る前に，人間として平等であるというところで

互いに認め合い，単に人間であるということを

基礎に自律し，お互いの関係を造り上げようと

しているということです。西洋近代が造りだし

た積極的な要素です。

　こうしたことが日本でも今，具体的に問題に

なってきております。最近「ボーダレス社会」

とか「ダウンサイジング」とかいう言葉がよく

つかわれますが，それはまさにこの人間関係の

在り方の問題をさします。「福祉」の問題から一

般的な社会の在り方に話を移しましょう。

II　新しい人間関係の在り方

【ボーダレス社会】

　国際化という言葉も使われますが，ボーダレ

ス社会という言葉もあります。国際化というの

は国家を前提にしています。ところがボーダレ

ス社会というのは国と国との境がなくなるとい

うことです。それは同時に国をまとめている原

理の崩壊でもあります。また社会のさまざまな

人間関係の在り方の変化をもさします。これま



でとは異なった人々の関係が地域的に形成され

つつあります。そこではこれまでの社会秩序や

人々の価値観や生活の基準がこれまでとは随分

違ったものになりつつあります。政治家や会社

の重役や金持ちがすばらしいとか，都会はよく

て田舎は駄目だとか，大企業はすばらしく中小

企業はしようがないとか，世界文学はよくてト

レンディドラマはつまらないとか，新聞記事は

１面記事が高尚で３面記事は愚劣だとか，そん

なものは所詮好みの問題にすぎないことがはっ

きりしてきています。

　そうした一人一人の個性を大事にしながら社

会関係をどう作って行くかが問題です。この点

に関して「ネットワーク社会」や「ダウンサイ

ジング」という言葉でかたられていることは意

味を持っているように思います。

　【ダウンサイジング】

　　「ダウンサイジング」という言葉をお聞きに

なったことがおありだと思います。直接には規

模の縮小ということです。コンピュータの分野

で「ダウンサイジング」という言葉が使われて

おりますが，単純化して，具体的なところでお

話しします。しばらく前までは，ひとつの企業

であれ，一定の地域であれ，ネットワークをく

か場合，ホストコンピュータをひとつ置いて，

それに端末をつけて各人が利用しておりまし

た。情報やデータはすべて一旦ホストコンピュ

ータに蓄えられます。各人はホストコンピュー

タを介して初めて他の端末の人と連絡できたわ

けです。ところが今，パーソナルコンピュータ

の記憶量やスピードその他の性能がよくなった

ことを基礎に，それぞれのパソコンが自分のと

ころで情報を蓄積し，ネットワークを通じて，

そのままで共同利用されるようになってきまし

た。

　こうしたニとが，人々の考え方を変え，社会

の在り方にまで影響を及ぼしてきています。ダ

ウンサイジングとは平の個人たちの集り，それ

で社会を追っていこうということです。

　情報ネットワーク社会というのは，国家や国

際政治などというものを，吹っ飛ばして，一人
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ひとりが直接世界の人々とつながる可能性を内

に孕んでいます。そうなったとき，日々の生活

の上にたってそれを些細なものとして見下して

いる政治などは人間の生活にとってほとんど意

味をなさないものになります。コンピュータネ

ットワークの在り方も，社会の在り方も，生活

上の様々の事柄，例えば政治，芸術，研究，労

働，遊びなどの事柄の在り方も変ってきており

ます。そうしたすべての分野で価値に置いて優

劣の区別のない社会が生まれつつあります。

　偉い人，普通の人，駄目な人など区別のない，

皆平等の社会です。偉い人がいて，人を威した

り，おこぼれをやって人を従えたり，根回しを

したり，策をめぐらして人を落としめたり出来

る社会は終わりつつあります。同時にすべての

情報がお偉らがたの意図に反して，ただちにす

べての人に知られる可能性も著しく増えていま

す。はったりや威しで何とかなる世界ではなく

なってきています。人がつまらない欲をもかな

いところではそんなものは無力です。

　そういう意味で，一人一人の毎日の生き方が

問題になりつつあります。自分らしい生き方，

自分が一番快適なとき，楽しいときそれを大事

にして行こうということです。

　【生涯教育】

　こうした中で，教育の在り方も随分変ってき

ています。これまでの教育の主要な目的は人間

の序列づけでした。しかし社会の序列が意味を

なさなくなればそんな教育も無意味です。教育

は今大きく変りつつあります。生涯教育の意味

もその重要性もここにあります。生涯教育とは

地域社会そのものの教育，地域社会の変革とい

うことです。地域社会における人々の生活と別

に教育があるのではなく，教育は生活の一部に

なるということです。

　したがってそれは，既成の大学内での教育を

も変えるものです。単に肩書きや資格を取った

り，就職のために大学に行き，そして職は金を

稼ぐための手段ということでは終わらなくなり

ます。教育は地域の人々の生涯の生活，生き方

そのものの変革へとすすまざるを得ないもので
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す。また企業の在り方も変えていかなければな

りませんし,ずいぶん変わってきてもおります。

利潤の獲得（金儲け）だけが企業活動の目標だっ

た時代は終わろうとしています。利潤を獲得す

るための企業から，そこで働く個人の生活や生

きがいを問題にするものになりつつあります。

さまざまの欲求を社会的に調整する機能を果た

す限りで利潤は存続するかもしれません。しか

し，経済活動が人間の他の諸活動から切り離さ

れ，独自の意味をもった時代は終わろうとして

おります。その時我々が，金儲けではない，他

のどんな基準で企業や社会を運営して行けるか

が問われているように思います。

　何を遣るか，何を造らないか，どれだけ遣る

か，どの様に配分するかが具体的に問われてく

るように思います｡どんなところで生活するか，

どんな家に住むか，何を食べるか，どんな着物

を着るか，誰と付き合うか，どんな付き合い方

をするかが問題です。

　知識とは所詮，人間が危機に直面した時，生

活を改善したいと思った時，驚きを感じた時必

要な限りであればいいものです。つまりは生活

の智恵です。その意味で，生涯教育とは地域社

会や人々の生活を変えてゆこうという運動とそ

こで必要な智恵を出し合い，子や孫に引き継い

でいくということです。

III　地域生活の再生

　つまるところ町作りとは，人々の生きざま，

死にざまの問題です。その意味では，「町作りは

人作りだ」と言うのはどうも中途半端な気がし

ます。言葉としても，人を町作りの手段にして

いるように聞こえます。人々が自由に生きるこ

とが出来るかどうかが問題です。町は結果であ

って，人々が自由に生きている町が素敵な町だ

ということになります。人々の活動の中にしか

素敵な町はないとも言えます。人々が自由に生

きようとする意思を持った時素敵な町は始りま

す。

　でもその時ハンディキャップをもった人々の

ことをちょっと考えて見たいと私は思います。
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社会がハンディキャップをもった人々の

ＡＭＥＮＩＴＹをどの様に保証できるか。快適な

社会というときこれこそが問題だと思います。

一人一人の快適さを保証できる社会が快適な社

会であるとすれば，そこからハンディキャップ

を持った人を排除してはいけないように思いま

す。ほんとうの快適さと言うのは，その社会の

誰かをそこから排除している限りは実現できな

いもののように思います。快適な社会とは，極

論すれば，障害者が障害者であることを全く意

識しないで生活ができると言うだけではなく，

障害を持っていることを，ちょうど時代や地域

や民俗間の文化の相違を楽しむように，楽しむ

ことができる社会なのかも知れません。

　そうした社会は，これまでほとんどの地域が

そうであったように，未来に向かって発展する

ことを唯一の目標とした生き方，社会の在り方

を追及していく限りは実現不可能なことなのか

も知れません。

　この点に関して私は楽天的です。ボランティ

ア活動をしている人たちはよく次の様なことを

いいます汀確かに直接的には自分かちが障害を

持った人たちの手助けをしているのだけれど，

手助けをしている自分かちが，むしろ助けられ

ているという気がする。彼らが生きる手助けを

している自分たちが生かされている。彼らが自

分たちが生きることを支えてくれている]｡私は

この言葉には真実味があるように思います。

　こうしたことを踏まえた上での，快適さが大

事だと思いますし，その実現のための活動とそ

こでの自己確認こそが生きるということのよう

な気がします。

　【類としての人間】

　私は昔，本を読んだり，考えたりしすぎて５

年間くらい狂っていたことがあります。その時

いろんな考えが頭の中に浮んできましたが，そ

のひとつにタイムマシンのことがあります。最

初は常識的なところで，時間移動のことを考え

ていたのです。そうしたら，時間もひとつだけ

あるのではなく，ちょうど空聞か３次元で成っ

ているように，時間も一元的ではない(科学的な



知としての責任を負う気はありません）ことに気づき

ました。次には，無限の宇宙があることに気づ

いたのです。どういうことかというと，例えば，

人間はさまざまの場面で迷うことがあります。

右に行こうか左に行こうか迷います。右に行っ

たら右の世界が，左に行ったら左の世界が生ま

れます。そしてまたそれぞれの世界に右左があ

って，そのまた……と言った具合で網の目状の

世界が広がります。さらに時間が加わると言葉

では表現出来なくなる無限の宇宙が広がりま

す。ひとつの世界に居る自分は他の世界に居る

自分を知らない。でもそれらすべての世界は可

能性としては想像できるわけです。

　時間と空間をこえて存在している無限の宇宙。

時間と空間が別のものではない宇宙，これは一

体何なのか。そんな無限の宇宙が実際に存在し

ているのかも知れません。そうであれば，タイ

ムマシンなどは簡単にできるでしょう。あるい

はそれは現実ではなく，無限の宇宙はつまると

ころ，自分の脳が脳自身を意識しているに過ぎ

ないのかも知れません。ここまでは常識です。

　でもちょっと見方を変えれば，実はわれわれ

がいま生きているこの世がそのまま無限の宇宙

なのかも知れません。今となりにいる人は別の

自分なのかも知れません。そうだったらいいな

と思う人もいるかもしれませんし，冗談じやな

いと言いたくなる隣の人もいるでしょう。でも

さまざまの人々のいろんな生き方が，そのまま

別の自分の生き方なのかもしれません。

　隣の人が別の自分というのは無理があるかも

しれません。でもこれだけの事は確実に言えま

す。我々は絶えず他の人間だちと関わりをもっ

て生きています。他の人間たちの影響を受け，

他の人間たちに影響を与え，人間以外の生き物

や無機物からなる自然にさえ影響を与え，影響

を受けて生きています。その意味では自分がど

うあるかは自分の周りがどうあるかということ

と同じことです。我々はそんな繋がりの中で生

きているわけです。

　たしかに,日々現実の中で暮している個人は利

己的な存在です。自分を中心に世の中を回した

いと思っています。でもどこかで類としての共
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懸を求めているようにも思います。この点に関

して,イルカが人間の病を治す話は示唆的です。

　イルカが障害児（自閉症，身体的機能障害）と共

に泳ぎかれらを直す施設があります。自閉症の

子供が海に入るとイルカが近寄ってきて，寄り

添い一緒に泳ぎはじめます。母親にさえ心を間

かなかった子供がイルカにたいして心を開き，

そのことを通してしだいに人間との関係を回復

していきます。イルカは勝手に遊んでいるだけ

かもしれません。あるいはそうであるがゆえに

なんのストレスも子供に与えず，子供に安心感

を与え，その心を解放してゆくのかもしれませ

ん。押し付けがましい人間たちの対応との違い

が問題なのかもしれません。

　しかし人間もおなじ生き物として，そうした

イルカの「優しさ」をかつては持っていたのか

もしれません。あるいはこれから獲得しなけれ

ばならないものかもしれません。　ともあれそう

した類としての，生き物としての共感に，ひと

つの可能性があるようにも思います。それは生

き物としての共感などというオウギョウなもの

ではなく，たんなる遊び心なのかもしれません。

IV　アメニティ

　かつて，人間とは何ぞや，人間如何に生きる

べきかなどという問に応えながら，膨大な知の

体系をこしらえて，自らの行動の基準にしてき

た人間が，いま，自分が快適であること，楽し

いことそれを基準にして生きていこうとしてい

るわけです。一見するとこんな馬鹿なことはあ

りません。こんなことに気づくのに人間は何万

年かの歴史を必要としたのです(もちろん,絶えず

このことを問題にしてきたとも言えま割。そんなん

でよければ誰も苦労はしない，と言いたい気も

しますが，苦労しないで生きてゆけるんだった

らその方がいいようにも思います。

　この点に間しても，最近面白い話を間きまし

た。｢大分県ルーラルシンポジュウム

　(1993,3,24.)｣というのがありまして，そこでパ

ネラーの一人に政所さんという方がいらっしや

って，次のような発言をされていました。
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　アメニティということばは非常にあいまいに

使われているが,私たちは,ＡＭＥＮＩＴＹという

ことばに，ＡＣＴＩＶＩＴＹ(活動)とかＩＤＥＮＴＩＴＹ

　(自己実現，自己確認)ということを同時に含ませ

て使っているように思う。人びとが自分のやり

たいことをやり，その活動のなかで，自分が生

きていることを実感できること，活動のなかで

の充実感，そういうことを私たちはアメニティ

ということばのなかに入れているように思う。

その意味で，素敵な町とはそこに住んでる人が

生き生きしている町のことだと思う。つまり，

人々が生き生きと活動できることが大事なの

だ。この点についてたとえば自分は｢15分，30

分，60分｣ということをいっている。

　＊15分でストレスを解消できる施設が在るこ

　　と。

　＊30分で商業地，文化施設，コミュニケィシ

　　ョンの場所が在ること。

　＊60分でライフワーク(レジャー，読書，その㈲

　　の場所が在ること。

こんな生活環境があると快適な生活かおくれる

と思う。

　今いろんなところで町作りがおこなわれてい

るが，2040年までに自治区があちこちに出来る

のではないか，と思っている。自治区というの

は，独立できるもの，異なるものの交流，固有

の主張や議論が出来ること，こんな要素を持っ

ている町のことです(政所利子[大分県ルーラルシン

ポジュウム1993,3,24］。

　パネルディスカッションのなかの，ばらばら

の発言のいくつかを寄せ集めたものなので，必

ずしも真意を伝えてないと思いますが，私が面

白いと思うのは詣が具体的なことです。たぶん

必要なのはもっともらしい意義づけや決意表明

ではなく，自分の好き嫌いとそれに基づいたプ

ランと活動なのだと思います。

　ただもうひとつ，政所さんの詣で印象に残っ

たことは[町として誇れるものをつくるための

広場]とか｢風味，風景，風格｣などという言

葉を使われることです。ｵJ)れわれはかつて貧し

かったがゆえに，豊さを求めてきました。しか

し実現した豊さは，虚飾に満ちたものでしかな
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かったようにも思います。自然の生き物として

の尊厳とか誇りとかいうことに思いをいたすべ

きなのかも知れません。

　むかし，勝手に山の下草を刈る会などという

のがありました。自分の山でもないのに，山が

荒れているからといって，手弁当ででかけて行

って，勝手に下草を刈ってくるというのです。

川の水を守る会というのは全国いたるところに

あるようです。これはたぶん世に言う「ボラン

ティア」ではない。むしろ一つの遊びのような

気がします。でも，そうであるがゆえに人を惹

き付けるものを持っているようにも思います。

　地域生活の再生，などと大上段に構えたタイ

トルを付けましたが，それはつまるところ，一

人一人が一寸だけ見方を変えたり，行動の基準

をちょっとだけ変えることから始るのかも知れ

ません。所詮あらゆることはやったが勝ち（価

値？）なのです。

＊本橋は1993年5月18日,本短胡人学部の公開講

座での講義に加筆したものである。
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